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 諸外国における、人体に近接して使用される6GHz以上の無線設備（6GHz無線LAN機器や5G携帯電話端末等）の

人体安全性の適合性評価方法の検討状況について、以下の観点を踏まえた上で報告する。

 高周波における局所ばく露の制限値の状況（国際ガイドラインへの対応、局所ばく露の制限値の遷移周波数）

 各国の6GHz帯無線LANや5Gミリ波帯の利用状況

 電力密度（吸収電力密度を含む）の適合性評価方法の策定状況

本資料について
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高周波における局所ばく露の制限値の状況

国・地域 基準・規制の動向

日本 2018年9月、6GHz以上の周波数で人体に近接して使用される無線設備について、当時改定中の国際ガイドラインの動向
も踏まえて、局所吸収指針において新たに6GHz以上の入射電力密度の指針値を答申。

カナダ 2021年1月、保健省（Health Canada）が、６-300GHzにおける局所ばく露の制限値に関する通知（Safety Code 6
Notice）を発行。ICNIRPガイドライン（2020）を一部のみ修正した内容となっている。なお、既存の制限値を定めた
Safety Code 6（2015）の本体は改定していない。

オーストラリア 2021年2月、放射線防護・原子力安全庁（ARPANSA）は、既存のばく露制限値を改定し、新たに「無線周波電磁界
（100kHz-300GHz）へのばく露の制限に関する基準（RPS S-1）」を発行。ICNIRPガイドライン（2020）と整合した内
容となっている。

米国 連邦通信委員会（FCC）は、2013年～2019年まで電波ばく露制限の見直しプロセスを実施、2019年12月に既存の制限
値を維持する決定を行った。2019年から開始された新しい見直しプロセスの中で、国際ガイドラインへの対応も含めて継
続検討中。

欧州 2021年、欧州委員会は科学諮問機関SCHEERに対して、現行の欧州のばく露制限値の基準となっている欧州理事会勧告
1999/519/EC及び職業ばく露に関するEU指令2013/35/EUの附属書をICNIRPガイドライン（2020）に基づいて改
定する必要性について諮問。
2022年8月、SCHEERは同諮問に対する予備的意見書を公開し、一般の意見募集が行われた。予備的意見書では、欧州
理事会勧告1999/519/EC及び指令2013/35/EUの附属書のICNIRPガイドライン（2020）に沿った改定について積
極的に助言している。

韓国 ICNIRPガイドライン（2020）及びIEEEC95.1-2019が発行されたことを受けて、2020年から国立電波研究院（RRA）
の「電波の人体保護委員会」の下に設置された「政策制度委員会」において、韓国のばく露制限値を定めた「電磁界ばく露に
対する人体の保護基準」の改定の検討を行っている。

諸外国における国際ガイドラインへの対応状況まとめ

 諸外国において、近年改定された国際ガイドライン、特に2020年に改定されたICNIRPの高周波ガイドラインと

の整合に向けた対応が進められている。

https://www.soumu.go.jp/main_content/000597519.pdf
https://www.canada.ca/en/health-canada/services/health-risks-safety/radiation/types-sources/radiofrequency-fields/notice-localized-human-exposure-limits-range-6-ghz-300-ghz.html
https://www.arpansa.gov.au/regulation-and-licensing/regulatory-publications/radiation-protection-series/codes-and-standards/rpss-1
https://www.fcc.gov/general/radio-frequency-safety-0
https://health.ec.europa.eu/consultations/scheer-public-consultation-preliminary-opinion-scientific-evidence-radiofrequency_en
https://www.rra.go.kr/ko/reference/researchList_view.do?bd_seq=1171&cpage=1&bd_type=&searchCon=&searchTxt=&sortOrder=
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各国の高周波電磁界の局所ばく露制限値まとめ

高周波における局所ばく露の制限値の状況

国 日本 米国 カナダ オーストラリア 欧州 韓国

規制・基準
（制定機関）

電波防護指針
(総務省）

47 CFR（FCC規則）
§1.1307,
§1.1310,
§2.1091, 
§2.1093 (FCC)

Safety Code 6
Safety Code 6
Notice
(Health Canada)

無線周波電磁界（100 
kHz − 300 GHz）へ
のばく露の制限に関す
る基準 RPS S-1
(ARPANSA)

1999/519/EC 
(公衆ばく露)及び
2013/35/EU(職
業ばく露)による各
国内法令

電磁界ばく露に対する
人体の保護基準
(科学技術情報通信部)

ベース・参考ガイドライン
改定中のICNIRPガイドライン

/IEEE規格
NCPR/IEEE規格

IEEE規格
/ICNIRP2020

ICNIRP2020 ICNIRP1998
IEEE規格

/ICNIRP1998

全身
平均
SAR
W/kg

周波数範囲 100 kHz – 300 GHz 100 kHz - 6 GHz 100 kHz - 6 GHz 100 kHz - 300 GHz
職業:100 kHz - 6 GHz
公衆:100 kHz - 10 GHz 100 kHz - 10 GHz

制限値<職業> 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

制限値<公衆> 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08

局所
SAR
W/kg

周波数範囲 100 kHz - 6 GHz 100 kHz - 6 GHz 100 kHz - 6 GHz 100 kHz - 6 GHz
職業:100 kHz - 6 GHz
公衆:100 kHz - 10 GHz 100 kHz - 10 GHz

制限値<職業>
10（10 g平均）

四肢:20（10 g平均）

8 （1 g平均）

四肢:20（10 g平均）

8（1 g平均）

四肢:20（10 g平均）

10（10 g平均）

四肢:20（10 g平均）

10（10 g平均）

四肢:20（10 g平均）

8 （1 g平均）

四肢:20（10 g平均）

制限値<公衆>
2（10 g平均）

四肢:4（10 g平均）

1.6（1 g平均）

四肢・耳介:4（10 g平均）

1.6 （1 g平均）

四肢:4（10 g平均）

2（10 g平均）

四肢:4（10 g平均）

2（10 g平均）

四肢:4（10 g平均）

1.6（1 g平均）

四肢:4（10 g平均）

(6分間
以上の
局所
ばく露
に適用
する)

電力
密度
W/m2

周波数範囲 6 GHz - 300 GHz 6 GHz - 100 GHz 6 GHz - 300 GHz 6 GHz - 300 GHz
職業:6 GHz-300 GHz

公衆:10 GHz-300 GHz

10 GHz -
（28GHz帯5G移動局等

個別に機器を指定）

制限値<職業> 100
入射電力密度

50
電力密度

100
局所吸収電力密度

100
局所吸収電力密度

50
電力密度

50
電力密度

制限値<公衆> 20
入射電力密度

10
電力密度

20
局所吸収電力密度

20
局所吸収電力密度

10
電力密度

10
電力密度

平均化面積

4 cm2

（6 GHz – 30 GHz）

1 cm2

（30 GHz超 -300 GHz) 

(4 cm2)
KDB447498 D04
暫定ガイドラインより

4 cm2

30GHz超では、空間ピーク
ばく露は、平均化面積4cm2

での制限値の2倍を超えて
はならない。

4 cm2

30GHz超では、体表面の正方
形1 cm2当りのばく露は、平均
化面積4cm2での制限値の2倍

を超えてはならない。

20 cm2

1 cm2での空間平均値は
制限値が上記の20倍

20 cm2

1 cm2での空間平均値は
制限値が上記の20倍

電力密度値の位置づけ
管理指針/

局所吸収指針
最大許容ばく露

（MPE）
基本制限 基本制限 基本制限

電磁界強度基準
2019基準改定時に平均化面

積の条件が追加された。
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6GHz以上の周波帯で人体に近接して使用する機器の適合性評価方法

諸外国における適合性評価方法:まとめ

国・
地域

6GHz
無線LAN
制度化

5G
ミリ波
利用

SAR
評価対象
周波数
（公衆）

電力密度
評価方法の

規定
6GHz以上の適合性評価方法

日本 〇
5925-
6,425MHz

〇
28GHz帯

～6GHz 〇 2018年12月、6-300GHzにおける局所吸収指針の入射電力密度の指針値に対する携帯
電話端末等の適合性評価に使用する標準的な評価方法を答申。2019年5月無線設備規則
等改正。

米国 〇
5,925-
7,125MHz

〇
24GHz帯
28GHz帯
37GHz帯
39GHz帯
47GHz帯

～6GHz 〇
暫定ガイドライン
吸収電力密度含む

６GHｚ以上のポータブル機器（人体から20cm以内で用いる機器）のばく露制限値への適合
性評価に際しては、原則FCCへ事前承認ガイダンス（Pre-Approval Guidance）が必要。
FCCが2019年4月及び2022年4月のTCBワークショップにおいて、ミリ波の携帯電話端
末向けに数値シミュレーションと入射電力密度測定を組み合わせた暫定評価手順を提示。
FCCが2020年10月及び2021年4月のTCBワークショップにおいて、6GHz帯無線LAN
向けにSAR評価と入射電力密度／吸収電力密度評価による暫定評価手順を提示。

カナダ 〇
5,925-
7,125MHz

×
2024年オー
クション予定

～6GHz 〇
吸収電力密度含む

2019年にISED（イノベーション・科学経済開発省）が、60GHz帯のポータブル機器の適合
性評価方法の補足ガイドライン*1を発行。IEC TR 63170に基づく入射電力密度の評価方
法を規定。
2022年に6GHz帯無線LAN機器向け適合性評価方法の補足ガイドライン*2を発行。周波数
帯に応じてSAR評価とAPD（吸収電力密度）評価を使い分ける。

オースト
ラリア

〇
5925-
6,425MHz

〇
26GHz帯

～6GHz 〇 2020年に人体から20cm以内で用いられる機器（6-100GHz）の適合性評価方法として
IEC TR 63170を指定。2021年に上記適合性評価方法を無線機器規則2021*3に組み込
み。2022年11月～12月にIEC TR 63170をIEC/IEEE 63195-1, 2に置き換える改
定の意見募集実施。改定により入射電力密度評価では測定に加えて計算も認められる。

欧州 〇
5925-
6,425MHz

△
一部のみ
26GHz帯

～10GHz △
整合規格に未掲載

人体に近接して使用する6GHz以上の無線機器の適合性評価方法は、欧州官報の無線機器
指令（RED）の整合規格に掲載されていないため、認証機関（NB）が整合規格以外の規格も
用いて型式審査を行う。（NBが関与しない形での認証取得はできない。）

韓国 〇
5,925-
7,125MHz

〇
28GHz帯

～10GHz 〇 RRAの「放送通信機器等の適合性評価に関する告示」の別表1において6GHz帯無線LAN機
器はSAR評価、ミリ波の5G移動局は電力密度評価の対象とされている。
2018年にIEC TR 63170に準じた入射電力密度の評価方法を策定。

*1 SPR-003 - Supplementary Procedure for Assessing Radio Frequency Exposure Compliance of Portable Devices Operating in the 60 GHz Frequency Band (57-71 GHz)
*2 SPR-APD - Supplementary Procedure for Assessing Specific Absorption Rate (SAR) and Absorbed Power Density (APD) Compliance of Portable Devices in the 6 GHz Band

(5925-7125 MHz)
*3 Radiocommunications Equipment (General) Rules 2021 Schedule 4—Standard in relation to human exposure to electromagnetic energy

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban16_02000195.html
https://transition.fcc.gov/oet/ea/presentations/files/apr21/44-RF_Exposure_Policies-(post).pdf
https://ised-isde.canada.ca/site/spectrum-management-telecommunications/en/devices-and-equipment/radio-equipment-standards/radio-standards-specifications-rss/spr-apd-supplementary-procedure-assessing-specific-absorption-rate-sar-and-absorbed-power-density
https://www.legislation.gov.au/Details/F2021C01207
https://ec.europa.eu/docsroom/documents/51934
https://www.law.go.kr/LSW/admRulLsInfoP.do?admRulSeq=2100000206615
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適合性評価方法（6GHz帯無線LAN向け）

諸外国における適合性評価方法：米国

 FCCは、6GHz帯の無線LAN（U-NII6-7GHz）のポータブル機器の暫定的な適合性評価の手順を2020年10

月及び2021年4月のTCBワークショップ（FCC機器認証の認証機関向けワークショップ、年2回開催）で提示。

 KDB388624 D02においても、6-8.5GHz帯のばく露評価方針として、同様の内容を規定。

 暫定的な手順を導入する理由として、現状6-7 GHzのポータブル機器向けの、近傍界の入射電力密度試験用のソ

リューションで、低擾乱で測定不確かさが小さいものないため、としている。

 適合確認では、SAR試験データを入射電力密度の試験結果および入射電力密度／吸収電力密度の導出結果ととも

に、暫定的に受理する。試験データが6GHz未満のSAR制限値以下であれば適合とみなす。（SARによる評価は

MPE電力密度制限値に保守的に準拠していることを示すものと考えられる。）

出所） FCC/ OET,  Se lected Mobi le  and Por table  Dev ice  RF  Exposure  Pol i c ies  and Procedures（ 2021年4月）

FCC/ OET,  KDB 388624 D02 Pre-Approval  Gu idance  L i st  v18r03 （ 2022年10月）

＜U-NII6-7GHz帯ポータブル機器向け暫定手順＞

 IEC/IEEE 62209-1528:2020の 6-7GHzのパラメータを用いたSAR評価を実施。

 製品に応じて、KDB447498, 248227, 648474, 616217, 941225を適用する。

 測定したSAR値から導出した推定吸収PD（システムが対応している場合*1、参考用で適合確認用ではない）および推定入射PDも報告する。

 SARの最大値の試験条件については、ミリ波近傍界プローブとトータルフィールド／電力密度再構築法*2を用いて入射PD（トータル）も測定する。

 測定面は最小の２ｍｍの位置とする。

 システムの製造事業者が指定する手順を使用する。

 測定の不確かさ*3が30％を超えるごとに測定結果を調整する（例：IEC 62479：2010の方法による）。

KDB388624 D02では、参考情報として以下の手法を参照。
*1 T. Samaras et al., “Compliance Assessment of the Epithelial or Absorbed Power Density Below10 GHz Using SAR Measurement Systems,”

Bioelectromagnetics, 42: 484-490 (2021）
*2 S. Pfeifer et al., “Total Field Reconstruction in the Near Field Using Pseudo-Vector E-Field Measurements,” IEEE Trans. EMC, 61, (2): 476-486 (2019)
*3 IEC/IEEE 63195-1:2022

https://transition.fcc.gov/oet/ea/presentations/files/apr21/44-RF_Exposure_Policies-(post).pdf
https://apps.fcc.gov/kdb/GetAttachment.html?id=YX7RuwRER%2FxNaBPSlOm2Zg%3D%3D&desc=388624%20D02%20Pre-Approval%20Guidance%20List%20v18r03&tracking_number=28319
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適合性評価方法（ミリ波帯向け）

諸外国における適合性評価方法：米国

 ミリ波帯の適合性評価方法は2019年4月及び2022年4月のTCBワークショップにおいてFCCからのプレゼン

テーションの中で数値シミュレーション及び入射電力密度測定を組み合わせた暫定手順が示されている。

出所） FCC/ OET,  RF  Exposure  Procedures（ 2022 年4月）

ミリ波の適合性評価方法

https://transition.fcc.gov/oet/ea/presentations/files/apr22/42-RF_Exposure_Procedures.pdf


Copyright © Mitsubishi Research Institute 8

出所） ISED ,  SPR-APD - Supplementary  Procedure  f or  Assessing  Spec i f i c  Absorpt ion  Rate  (SAR)  and Absorbed Power  Densi t y  (APD)  Compl i ance  

of  Por table  Dev ices i n  the  6  GHz Band (5925-7125 MHz)

T .  Samaras e t  a l . ,  “ Compl i ance  Assessment  of  the  Epi the l i a l  or  Absorbed Power  Densi t y  Be low10 GHz Using  SAR Measurement  Systems,”  

B ioe lect romagnet i cs ,  42 :  484-490 (2021 ）

適合性評価方法（6GHz帯無線LAN）

諸外国における適合性評価方法：カナダ

7.1. 測定システムの要件（SPR-APD抜粋）

• APDは、RSS-102および国際規格IEC/IEEE 62209-1528のすべての要件に準拠したSAR測定システムで評価されること。

• APDは、Compliance Assessment of the Epithelial or Absorbed Power Density Below 10 GHz Using SAR 
Measurement Systems※の式を用いて、測定されたSAR値から導出すること。

• APD評価は、SARに関してRSS-102および IEC/IEEE 62209-1528で定義されているのと同じ測定手順に基づくが、SARから
APDへの変換を考慮して、不確かさの評価（7.3参照）を修正すること。

 2022年6月、 ISEDは人体に近接して使用される無線機器の適合性評価方法を定めたRSS-102の補足ガイド

ラインとして、6GHz帯無線LAN(5,925-7,125MHz)のポータブル機器の向けのSAR及び吸収電力密度

（APD)の適合性評価方法（SPR-APD）を規定。

 APDの評価方法として、SARからAPDを導出する方法に関する論文を参照し、SAR評価システムがこのSARか

らAPDへの変換を可能にするアルゴリズムを実装していれば、APDの評価に用いることが可能としている。

※吸収電力密度（APD)の求め方について
• テッサロニキ・アリストテレス大学とIT'IS Foundationが2021年に発表した論文。
• 空間平均比吸収率psSARを用いて、空間平均吸収電力密度psSabを近似的に求める

手法を提案。

出所）SPEAG

SAR→APD変換に対応したSAR評価システムの例：
DASY8 Module SAR / APD (6-10 GHz)

https://www.ic.gc.ca/eic/site/smt-gst.nsf/eng/sf11782.html
https://speag.swiss/products/dasy8/m-sar-apd/


Copyright © Mitsubishi Research Institute 9

出所） ISED ,  SPR-003 - Supplementary  Procedure  f or  Assessing  Radio  F requency  Exposure  Compl i ance  of  Por table  Dev ices Operat ing  i n  

the  60 GHz F requency  Band (57-71  GHz)

諸外国における適合性評価方法：カナダ

適合性評価方法（60GHz帯ポータブル機器）

 2019年8月、ISEDはRSS-102の補足ガイドラインとして、60GHz帯（57-71GHz）で動作するポータブル

機器の入射電力密度の適合性評価方法（SPR-003）を規定（2021年に改定）。評価方法はIEC TR 63170を

ベースとしており、さらに当時策定中のIEC/IEEE 63195-1, 2のドラフトも参考にしている。

 本ガイドラインは、カナダの既存ばく露制限値を定めたSafety Code 6（2015）の参考レベルの電力密度に対

する適合性評価となる。

 なお、カナダでは5Gのミリ波のオークションは2024年に予定されており、ミリ波帯携帯電話端末向けの適合性

評価方法は別途検討中。ISEDの適合性評価方法の基本的な考え方として、常に基本制限に対して直接測定可能

な評価方法を優先する。

適合性評価方法の考え方

https://ised-isde.canada.ca/site/spectrum-management-telecommunications/en/devices-and-equipment/radio-equipment-standards/radio-standards-specifications-rss/spr-003-supplementary-procedure-assessing-radio-frequency-exposure-compliance-portable-devices
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出所） ACMA,  Proposed changes to  radiocommunicat ion s equipment  regulat ion  - consul tat i on  37/ 2022

Item Column 1 Column 2 Column 3

利用方法 周波数範囲 測定方法、計算手順または評価方法

1 通常耳の直近のみで使われる 300MHz-6GHz EN 62209-1の測定方法

2 通常人体（耳直近は含まない）から20cm以内で使われる 30MHz-6GHz EN 62209-2の測定方法

3 通常人体（耳、頭部直近を含む）から20cm以内で使われる 4MHz-10GHz IEC/IEEE 62209-1528の測定方法

4 通常人体（耳、頭部直近を含む）から20cm以内で使われる 600MHz-6GHz IEC 62209-3の測定方法

5 通常人体（耳、頭部直近を含む）から20cm以内で使われる 6GHz-100GHz
(a)IEC/IEEE 63195-1の測定方法または、

(b)IEC/IEEE 63195-2の計算方法

6 通常人体から20cmを超える距離で使われる 100kHz-100GHz
(a)AS/NZS 2772.2; または

(b)C95.3の評価方法

諸外国における適合性評価方法：オーストラリア

適合性評価方法（6GHz以上の無線機器）

 2022年11月～12月、オーストラリア通信メディア庁（ACMA）は無線機器の適合性評価方法を規定する無線機器

規則の改定案について意見募集を実施。

 改定案においては、現在6GHz以上の入射電力密度の評価方法として参照されているIECTR 63170の代わりに、

2022年5月に発行したIEC/IEEE 63195-1または2を指定している。

EME基準のための測定方法、計算手順または評価方法

https://www.acma.gov.au/consultations/2022-11/proposed-changes-radiocommunications-equipment-regulation-consultation-372022
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出所） 国立電波研究院 ,電磁波強度 および電磁 波吸収 率測定 対象

国立電波研究院 ,放送通信機器等 の適合 性評価 に関 する告示 別表１適合性評価対象設備（ 第3条関連）

適合性評価方法（6GHz帯無線LAN／5Gミリ波帯）

諸外国における適合性評価方法：韓国

 韓国では、RRAの「電磁波強度および電磁波吸収率測定対象」及び「放送通信機器等の適合性評価に関する告示」

の別表1によって無線設備の種別ごとに適用されるばく露制限値が指定される。

 韓国のばく露制限値を定めた「電磁界ばく露に対する人体の保護基準」では、SAR制限値が適用される周波数帯が

10GHzまでのため、6GHz帯無線LANに関してはSAR評価が適用される。

 一方、28GHz帯の5G端末（移動局）に関しては、電磁界強度基準（ICNIRPガイドライン（1998）の参考レベル相

当）が適用されるため、電力密度の評価となる。

SAR 電磁界強度

別表1.2018年8月追加（5G移動局）

SAR 電磁界強度

別表１．2022年3月追加分（6GHz帯無線LAN）

人体防護

陸上移動局の送受信装置

https://law.go.kr/LSW/admRulLsInfoP.do?chrClsCd=&admRulSeq=2100000209464
https://www.law.go.kr/%ED%96%89%EC%A0%95%EA%B7%9C%EC%B9%99/%EB%B0%A9%EC%86%A1%ED%86%B5%EC%8B%A0%EA%B8%B0%EC%9E%90%EC%9E%AC%EB%93%B1%EC%9D%98%EC%A0%81%ED%95%A9%EC%84%B1%ED%8F%89%EA%B0%80%EC%97%90%EA%B4%80%ED%95%9C%EA%B3%A0%EC%8B%9C
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出所） 国立電波研究院告示 ,  電磁波強度測定基準 別表4:6GHz以上の携帯用（ 送信） 無線設 備の電 力密度 測定方 法（ 第3条 4項 関連）

諸外国における適合性評価方法：韓国

適合性評価方法（5Gミリ波帯）

 2018年に、「電磁波強度測定基準」の別表4として、6GHｚ以上の携帯電話用無線設備等で発生する電磁波が人

体表面に吸収される量を測定するための入射電力密度測定手順を追加。IEC TR 63170に準じた内容となって

いる。

 また、2019年に「電磁界ばく露に対する人体の保護基準」の電磁界強度基準に10GHz以上の電力密度値に適用

される平均化面積（20cm2）（ICNIRPガイドライン（1998）の10GHz以上の基本制限と同じ条件）が追加され

ている。

被試験機器の電力密度測定表面及び評価表面 頭部電力密度測定時の評価表面の離隔距離設定例

被試験機器の前面からの電力密度
最大点位置による評価面の離間距離

https://www.law.go.kr/admRulLsInfoP.do?chrClsCd=&admRulSeq=2100000206615

	人体に近接して使用される6GHz以上の無線設備の適合性評価方法に関する�諸外国の動向
	スライド番号 2
	高周波における局所ばく露の制限値の状況
	高周波における局所ばく露の制限値の状況
	諸外国における適合性評価方法:まとめ
	諸外国における適合性評価方法：米国
	諸外国における適合性評価方法：米国
	諸外国における適合性評価方法：カナダ�
	諸外国における適合性評価方法：カナダ
	諸外国における適合性評価方法：オーストラリア
	諸外国における適合性評価方法：韓国
	諸外国における適合性評価方法：韓国

